
海洋教育ネットワーク通信 ＮＯ.11  2019 年 7 月 4 日 

海藻おしば教室のアンケートより  6 月 20 日（木）、南下浦小学校の３～６年生 

・にじいろに光っている海藻に、すごくびっくりした 

・海藻の色が３色（緑藻、褐藻、紅藻）あったのがおどろいた 

・人間が海をよごしていたなんて、気づかなかった/ぼくはよごさないように 

気をつけます 

・海藻が酸素を作ってくれているということにおどろいた/ふだん食べている 

海藻も、海の中では、とても色あざやかだということにおどろいた 

・海藻に海のよごれがついて、それをバクテリアが食べて、エビ、小さい魚、大きい魚、人間とつながって 

いるのにびっくりした 

・楽しかったから、またやりたい/もっと海のひみつを見つけたい 

・もっと海を大切にしようと思う/ありがとうございました 

・私は海に入れないので、海藻とふれ合うことができてうれしかった 

・海が好きだから楽しかった/思った以上にかんたんにできた 

・海藻のネバネバ感が楽しかった 

・海藻は、太陽の光をご飯にしていて、それを私たちが食べられなくしていること 

・海藻が作る「海の森」が、とても素敵だった/海のことをくわしく知ることができてよかった/ 海を大切に

しようという気持ちが高まった 

・埋め立てなどで、海の森がなくなってきていること 

・海そうを見る目が変わりました 

・意外とむずかしくて、どんな作品を作るか迷ったけど、海藻の形などを見 

たら、いろいろなアイデアがうかんだ 

・もっと海藻について知りたい 

・海藻を助けてあげたいなと思う 

・海についての関心が高まった 

・今回の授業で、海藻が、海、人、海に住むたくさんの生き物を助けていること、

 今、人間のせいで、海藻が減ってきているということ知った/私は、海をきれ 

いにしたいと思った 

 

子どもたちは、海藻おしばづくりを通して、海藻のはたしている役割について考えることができ、海の環境

を大切にしようという意識も育ってきたようです。  

（文責 事務局長 渋谷） 

                                     

海洋教育に関するお問い合わせは、みうら学・海洋教育研究所854-9443まで 


